
【施設効果事例①】東下田２砂防堰堤（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）
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熊本県南阿蘇村中松では、地震で崩壊した土砂が下流へ流下した
が、既設砂防堰堤が土砂を捕捉し、被害軽減に効果を発揮。
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【施設効果事例②】 山王谷川砂防堰堤（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）

○ 熊本地震により山王谷川では土石流が発生。 (全壊家屋２戸、一部損壊家屋１戸)
○ 砂防堰堤が約20,000m3の土砂を捕捉し、被害を軽減。

(土砂災害警戒区域の人家９３戸、国道３２５号) .
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